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　善
よし

衞
え

は大学時代から同
どう

人
じん

誌
し

に加わ
り、詩やエッセー、 評

ひょう

論
ろん

などを書い
ていました。大学卒

そつ

業
ぎょう

後
ご

、 就
しゅう

職
しょく

し
た国

こく

際
さい

文化振
しん

興
こう

会から中国の 上
しゃん

海
はい

へ
派
は

遣
けん

され、そこで第二次世界大
たい

戦
せん

の
終

しゅう

戦
せん

を迎
むか

えました。
　帰国してからは 小

しょう

説
せつ

を書き始め、
1951（ 昭

しょう

和
わ

26）年度に『広場の孤
こ

独
どく

』
などで 芥

あくた

川
がわ

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

しました。そ

　幸
こう

二
じ

は東京大学在
ざい

学
がく

中
ちゅう

に複
ふく

雑
ざつ

な計
算が短時間でできる「コンピュータ」
という機

き

械
かい

があることを知りました。
富山に戻

もど

り、金
かな

岡
おか

家の養
よう

子
し

となった
幸二は、富山計算センター（現

げん

イン
テック）を設

せつ

立
りつ

。県内の企
き

業
ぎょう

に、当
時とても高

こう

価
か

だったコンピュータの
共

きょう

同
どう

利
り

用
よう

を呼
よ

びかけました。
　その後、幸二はだれでもコンピュー

国
こ く 　 さ い 　 て き

際的な視
し

野
や

で小
し ょ う

説
せ つ

を執
し っ

筆
ぴ つ

堀
ほ っ

田
た

 善
よ し

衞
え

コンピュータで便
べ ん

利
り

な世の中に
金
か な

岡
お か

 幸
こ う

二
じ

1918（大正７）年７月17日―1998（平成10）年９月５日

1925（大正14）年９月20 日―1993（平成５）年７月30 日

　射
い

水
みず

郡
ぐん

伏
ふし

木
き

町
まち

（現
げん

高
たか

岡
おか

市
し

）で北
きた

前
まえ

船
ぶね

回
かい

船
せん

問
どん

屋
や

「鶴
つる

屋
や

」の家に三男として生
まれました。大正時代には汽船が普

ふ

及
きゅう

　最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

判
はん

事
じ

を務
つと

めた中
なか

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

東
ひがし

加
か

積
づみ

村
むら

大
おお

崎
さき

野
の

（現
げん

滑川市）出身の石
いし

坂
さか

修
しゅう

一
いち

の二男として生まれました。幸
こう

二
じ

は中

すべては移
う つ

り変わる

技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

の必
ひ つ

要
よ う

性
せ い

を実感

戦
せ ん

後
ご

の文
ぶ ん

壇
だ ん

で活
か つ

躍
や く

する

通信の自由化を実
じ つ

現
げ ん

し、北前船が使われなくなったため、「鶴
屋」も没

ぼつ

落
らく

していきました。善
よし

衞
え

はすべ
てのものは移

うつ

り変わることを身にしみ
て感じていました。これが作家として
の善衞の世界観

かん

を形づくります。

学校卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、軍
ぐん

隊
たい

の幹
かん

部
ぶ

を養
よう

成
せい

する学
校を出て、特

とっ

攻
こう

隊
たい

員
いん

として 出
しゅつ

撃
げき

する寸
すん

前
ぜん

に 終
しゅう

戦
せん

を迎
むか

えました。日本にも技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

が必要だと実感した幸二は、東京大
学工学部計

けい

測
そく

工学科に入学しました。

の後も多くの小説や評論を発表し、
中でも『方

ほう

丈
じょう

記
き

』を書いた 鴨
かもの

 長
ちょう

明
めい

の人
にん

間
げん

性
せい

＊を見つめ、自身の戦
せん

中
ちゅう

体
たい

験
けん

と重ねた 長
ちょう

編
へん

エッセー『方丈記私
し

記
き

』
は、今でも高い 評

ひょう

価
か

を受けています。
　善衞は「アジア・アフリカ作家会

かい

議
ぎ

」の事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

や議
ぎ

長
ちょう

を務
つと

めるな
ど、国際的な視

し

野
や

をもって活
かつ

躍
やく

しま
した。スペインの画家ゴヤを描

えが

いた
評

ひょう

伝
でん

『ゴヤ』で、スペイン政
せい

府
ふ

から
勲
くん

章
しょう

を授
じゅ

与
よ

されました。

タを気軽に使えるよう、コンピュータ
を通信で結

むす

んだ 情
じょう

報
ほう

ネットワーク＊を
作りたいと考えました。当時は国が
通信回線を独

どく

占
せん

し、実
じつ

現
げん

は難しかった
のですが、幸二は通信の自由化を唱

とな

え続
つづ

けました。そうして会社の 業
ぎょう

務
む

を
拡
かく

大
だい

し、日本の情報サービス産
さん

業
ぎょう

を
リードする存

そん

在
ざい

として活
かつ

躍
やく

しました。
　また、富山国

こく

際
さい

大学を設
せっ

置
ち

する富
山国際学園の理事長として、私

し

立
りつ

の
学校の振

しん

興
こう

にも尽
つ

くしました。

・�世の中の変化を理
り

解
かい

する
・外国のことに興

きょう

味
み

をもつ
・人

にん

間
げん

性
せい

を大切にする

・技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けるために学ぶ
・高

こう

価
か

なものは、みんなで使う
・�時代に合わせて、決まりごと
を変

か

える

 ＊情報ネットワーク【じょうほうねっとわーく】　複
ふく

数
すう

のコンピュータを網
あみ

の目のように接
せつ

続
ぞく

し、多くの人が同時にインターネットや電話を使えるようにしたものです。

 ＊人間性【にんげんせい】　人間に特
とく

有
ゆう

の性
せい

質
しつ

や人が生まれつきもっている性質。人間らしさのこと。

高
たか

岡
おか

生まれの 芥
あくた

川
がわ

賞
しょう

作家

インテック創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

国
こく

際
さい

的
てき

な視
し

点
てん

をもった小説家

情
じょう

報
ほう

ネットワークを実
じつ

現
げん

「アジア・アフリカ作家会
かい

議
ぎ

」に参加

情報サービス産
さん

業
ぎょう

をリード

代表作 評
ひょう

伝
でん

『ゴヤ』執
しっ

筆
ぴつ

の際
さい

に参
さん

考
こう

とした図書
の一部（明治学院大学図書館堀田善衞文庫蔵）

富山計算センター丸
まる

の内
うち

事業所パンチ室（1968
〔昭和43〕年）


